
マウス 同種異系抗原表

主要組織適合性（MHC）は、抗原のグループの一つで、そのほとんどは、同種移植片拒絶に影響します。これら
の抗原は、classⅠとclassⅡという主要な2つのクラスに分けることができます。マウスMHC抗原は、H-2抗原と呼
ばれています。その遺伝子は、マウス第17染色体に位置しています。

マウスMHCは、11個のサブクラスで構成されます。それは、 H-2DとH-2KとH-2Lサブクラスを構成する“古典的
MHCクラスⅠ（またはMHC‐Ⅰaと呼ばれる）”、H-2QとH-2MとH-2Tサブクラスを構成する“非-古典的MHCクラスⅠ
（MHC-Ⅰb）”、 H-2A(I-A)とH-2E(I-E) サブクラスを含む“古典的MHCクラスⅡ（MHC-Ⅱa）”、H-2MとH-2Oサブク
ラスを構成する“非古典的MHCクラスⅡ（MHC-Ⅱb）”を含みます。

MHCクラスⅠ分子は、12ｋDのβ2-ミクログロブリンと非共有結合した45ｋDの高度なグリコシル化されたH鎖から
成っており、ポリペプチドは、血清中を遊離した状態で見られます。マウスMHCクラスⅡ遺伝子は、H-2Ⅰ領域に位
置します。このクラスⅡ抗原は、33ｋDのα鎖と28kDのβ鎖に構成されています。

MHCクラスⅠ抗原は、ほとんどすべての有核細胞で発現されます。それらは、CD8+細胞傷害性のために自己細
胞抗原（ウィルス感染や腫瘍細胞）の変質提示の上で重要な役割を果たします。MHCクラスⅡ抗原は、抗原提示
細胞（B細胞、単球/マクロファージ、樹状細胞、ランゲルハンス細胞など）で発現します。彼らは、 CD4+細胞への
処理されたペプチド抗原の提示に関与しています。

MHC分子には、高度な多型があります。各実験用マウスの系統はホモ接合であり、独特なMHCハプロタイプを
持っています。それらの系統のMHCハプロタイプは、小文字(a、b、ｄ、ｋ、q、s、など）によって名づけられています。
例えば、BALB/cマウスのMHCハプロタイプ抗原は、 H-2Kd、H-2Dd、H-2Ld、I-Ad、I-Edです。

Table: 一般的に使われている実験用マウスのハプロタイプと同種異系抗原
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